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旬の駅イオン鴻池店で、川人正臣社長

と
同
じ
く
高
名
な
高
田
好こ

う
い
ん胤
さ
ん
も
同
じ
く

凝
胤
師
の
弟
子
だ
。
昭
和
46
年
、
薬
師
寺
執

事
に
就
任
。
昭
和
50
年
に
は
茨
城
県
潮
来
市

の
薬
師
寺
東
関
東
別
院
・
潮

ち
ょ
う
お
ん
じ

音
寺
住
職
に
就

任
。

　

そ
の
後
平
成
２
年
に
喜
光
寺
住
職
に
就

任
。
平
成
10
年
執
事
長
、
15
年
副
住
職
を
歴

任
し
、
21
年
に
薬
師
寺
管
主
に
就
任
、
28
年

に
長
老
に
就
任
し
、
現
在
に
至
る
。

　

奈
良
の
寺
は
檀
家
を
持
た
ず
葬
式
を
行
わ

な
い
、
い
わ
ゆ
る
墓
な
し
寺
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
薬
師
寺
は
京
都
の
寺
の
よ
う
に
極
端
に

観
光
化
せ
ず
に
広
く
浄
財
を
集
め
、
地
道
な

写
経
活
動
を
通
じ
て
西
塔
・
講
堂
・
本
堂
の

復
興
に
努
め
て
き
た
。

　

法
胤
さ
ん
は
全
国
規
模
で
法
話
・
講
話
の

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
多
い
時
に
は
年
間
で

２
０
０
に
も
及
ぶ
と
い
う
。
正
に
仏
法
の
伝

道
師
だ
。
現
在
は
薬
師
寺
長
老
と
喜
光
寺
住

職
を
兼
務
し
て
お
り
、
超
多
忙
な
日
々
を
過

ご
し
て
い
る
。

　

喜
光
寺
は
「
蓮
の
花
」
で
も
有
名
で
あ
り
、

７
月
２
日
の
縁
日
に
は
見
頃
を
迎
え
る
。
午

前
９
時
か
ら
の
写
経
会
・
法
要
・
山
田
法
胤

住
職
講
話
を
体
験
し
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。

　

喜
光
寺
は
近
鉄
尼
ケ
辻
駅
か
ら
徒
歩
10

分
、
近
鉄
大
和
西
大
寺
駅
か
ら
歴
史
の
道
徒

歩
20
分
。

（
小
川
秀
人
）

喜
光
寺

　

奈
良
市
菅
原
町
５
０
８
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４
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４
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大
阪
な
み
は
や
オ
ー

プ
ル
は
昨
年
３
月
に
結

成
し
、
百
瀬
正
康
監
督

（
74
）
の
下
、
練
習
を
重

ね
優
勝
を
手
に
し
た
。

　

結
成
後
し
ば
ら
く
し
て

百
瀬
監
督
が
体
調
を
崩
し

手
術
を
受
け
る
こ
と
に
。

メ
ン
バ
ー
は
「
モ
モ
セ

ン
（
百
瀬
監
督
の
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム
）
が
帰
っ
て
く
る

ま
で
が
ん
ば
ろ
う
」
を
合

言
葉
に
一
丸
と
な
っ
て
練

習
に
励
ん
だ
。

　

メ
ン
バ
ー
の
祈
り
が
通

じ
て
百
瀬
監
督
は
生
還

し
、健
康
を
取
り
戻
し
た
。

優
勝
を
果
た
し
た
と
き
の

喜
び
は
一ひ

と

入し
お
。
百
瀬
監
督

を
囲
ん
で
メ
ン
バ
ー
は
熱

い
涙
を
流
し
た
。

　

10
月
13
日
〜
16
日
、
丸

亀
市
で
全
国
大
会
が
開
か

れ
る
。

　

チ
ー
ム
の
代
表
で
、
株

式
会
社
オ
ー
プ
ル
代
表

取
締
役
の
池

田
貴
彦
さ
ん

（
70
）
は
「
ぜ

ひ
と
も
全
国

優
勝
を
果
た

し
て
も
ら
い

た
い
。
丸
亀
市

ま
で
応
援
に

行
き
ま
す
」
と

話
し
て
い
た
。
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東大阪 ･八尾
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旬の駅イオン鴻池店 好　　評
新
鮮
で
み
ず
み
ず
し
い

野
菜
を
農
家
が
提
供

懐の深い山田法胤長老

左から５人目池田貴彦社長、百瀬正康監督、田中誠太八尾市長、野口康子コーチ、上西佳子キャプテン

奈良喜光寺ご縁日での講話

第16回全日本エルデストソフトボール大会
大阪府予選会

共同開発
  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社 ん

じ

き
び

パイプイス人引車 36,500 円（税別） 室内外兼用人引車 77,500 円（税別）

後
注
受
き
つ
に
評
好
大約

20

す
ま
し
品
納
で
日

日常は室内で使用、
緊急時は避難用に使用「

人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

2017・6・15

　

毎
年
、
桜
の
咲
く
こ
ろ
に
ロ
ー
カ
ル
線

を
行
く
。
11
回
目
の
「
Ｊ
Ｒ
青
春
18
き
っ

ぷ
」
の
目
的
地
は
国
宝
松
江
城
と
玉
造
温

泉
だ
。
す
れ
違
う
旅
人
の
多
く
は
高
齢
者

で
あ
る
。
青
春
は
若
者
だ
け
の
も
の
で
は

な
い
。「
青
春
と
は
人
生
の
あ
る
期
間
で

は
な
く
、
心
の
持
ち
方
を
言
う
。
…
た
く
ま
し
い

意
志
、
ゆ
た
か
な
想
像
力
、
も
え
る
情
熱
を
さ

す
。（
中
略
）
年
を
重
ね
た
だ
け
で
人
は
老
い
な

い
。
理
想
を
失
う

と
き
は
じ
め
て
老

い
る
」
は
詩
人
サ

ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
の
詩
「
青
春
」
だ
。

　

記
憶
に
あ
る
田
園
風
景
は
休
耕
田
と
ソ
ー
ラ
ー

畑
に
な
り
、
昔
日
の
駅
前
の
賑
わ
い
は
消
え
て
し

ま
っ
た
。
主
要
駅
は
個
性
の
な
い
高
架
駅
と
な
り

無
機
質
で
冷
た
い
。
玉
造
温
泉
駅
は
昔
の
ま
ま
で

陽
炎
が
立
つ
地
べ
た
の
線
路
と
駅
舎
の
匂
い
が
残

っ
て
い
た
。

　

ビ
ル
の
松
江
駅
前
か
ら
「
ち
ど
り
娘
」
の
案
内

で
松
江
城
（
ち
ど
り
城
）
の
天
守
閣
へ
。
築
城
時

期
（
１
６
１
１
年
）
が
確
認
さ
れ
国
宝
の
決
め
手

と
な
っ
た
２
枚
の
祈
禱
札
を
見
た
。
眺
望
も
国
宝

級
だ
。

　

パ
ワ
ー
ス
ト
ー
ン
（
め
の
う
）
の
湯
を
楽
し
み
、

仲
居
さ
ん
が
薦
め
る
銘
酒
「
月
山
」
を
愛
で
な
が

ら
、
松
本
清
張
が
中
学
生
向
け
の
雑
誌
に
連
載
し

た
「
山
中
鹿
之
助
」（
小
学
館
文
庫
）
談
義
と
な

っ
た
。「
月
よ
、
願
わ
く
は
、
我
に
七
難
八
苦
を

与
え
た
ま
え
」
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
教
え
ら
れ

誰
で
も
が
そ
ら
ん
じ
て
い
る
と
言
う
。
富
田
城
へ

の
道
を
整
備
し
て

い
る
こ
と
な
ど
で

話
が
弾
ん
だ
。
翌

朝
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
か
ら
「
シ
ジ
ミ
エ
キ
ス

は
殻
か
ら
つ
く
る
」
と
聞
か
さ
れ
驚
い
た
。

　

来
て
、
見
て
、
飲
ん
で
食
っ
た
だ
け
で
は
も
っ

た
い
な
い
。
そ
の
土
地
の
歴
史
、
文
化
な
ど
を
親

し
く
語
り
掛
け
て
く
れ
る
「
も
て
な
し
」
が
何
よ

り
だ
。
な
ん
で
も
見
て
や
ろ
う
、
ど
こ
へ
で
も
行

っ
て
や
ろ
う
と
い
う
好
奇
心
と
行
動
力
が
我
が
老

い
の
青
春
で
あ
る
。
そ
う
い
え
ば
「
小
阪
城
」
と

い
う
城
が
あ
る
そ
う
な
。 

訪
ね
て
み
た
い
と
思

う
。

晴耕雨読

老
い
て
も 「
青
春
18
き
っ
ぷ
」

本
社
工
場　

大
阪
府
八
尾
市
西
弓
削
３
丁
目
70
番
地

〒
581―
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ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
・
ク
リ
ア
ブ
ッ
ク

　
　
　

 

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
の
こ
と
な
ら

有
限
会
社 

木
須
商
店

熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

馬
刺
し
・
焼
き
肉
・
す
き
焼
き
・
ハ
リ
ハ
リ
鍋

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～          　     （１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

2017年４月スタート

東大阪新聞チャンネル東大阪新聞チャンネル
毎週㊍19：00～19：30毎週㊍19：00～19：30

自分だけのTV番組がほし
い方は下記へ 週１回30分

１カ月１万円（税別）

06―6252―1602
つ～い ろ えんぴ

Tel

２４

　

４
月
５
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
旬
の
駅
イ
オ
ン
鴻
池
店
（
和
田
和
樹
店
長
）

が
好
評
だ
。
毎
朝
、
と
れ
た
て
の
野
菜
を
農
家
が
直
接
持
ち
込
み
販
売
。
ど

の
野
菜
も
色
つ
や
が
よ
く
、
イ
キ
イ
キ
と
し
て
い
る
。

　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
大
阪
な
み
は
や
オ
ー
プ
ル
（
上
西
佳
子
キ
ャ

プ
テ
ン
）
が
第
16
回
全
日
本
エ
ル
デ
ス
ト
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
大
阪
府
予
選
会

で
優
勝
し
、
大
阪
府
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
北
川
法
夫
会
長
）
か
ら
表
彰
さ
れ

た
。
５
月
26
日
に
メ
ン
バ
ー
が
田
中
誠
太
八
尾
市
長
を
訪
ね
報
告
し
た
。

　

薬
師
寺
長
老
の
山
田
法
胤
さ
ん
は
摩
訶
不

思
議
な
御
仁
だ
。

　

６
月
２
日
の
喜
光
寺
縁
日
に
講
話
を
聞
い

た
。

　

佛
説
阿
弥
陀
経
の
経
文
中
に
魔
訶
目
犍

連
、
魔
訶
迦
葉
等
々
の
仏
語
・
専
門
用
語
が

多
く
見
ら
れ
る
。「
魔
訶
」
は
大
き
い
を
意

味
す
る
。「
摩
訶
不
思
議
」
と
は
人
智
を
超

え
た
、
良
く
分
か
ら
な
い
世
界
を
指
し
て
い

う
こ
と
が
多
い
。

　

法
胤
さ
ん
は
と
て
も
懐
が
深
く
、
様
々
な

分
野
の
知
識
を
吸
収
し
て
い
る
、
正
に
長
老

の
名
が
ふ
さ
わ
し
い
。

　

法
胤
さ
ん
は
昭
和
15
年
12
月
、
岐
阜
県
本

巣
郡
根
尾
村
に
て
生
を
享
け
た
。
当
時
の
村

民
は
６
４
０
０
人
を
数
え
た
が
、
現
在
は
１

２
０
０
人
に
減
少
し
て
い
る
。
根
尾
村
に
は

３
つ
の
天
然
記
念
物
が
あ
る
。

　

濃
尾
地
震
（
Ｍ
７
・
８
）
に
よ
る
断
層
、

薄
墨
桜
（
１
５
０
０
年
、
26
代
天
皇
の
頃
）、

菊
花
石
（
菊
花
の
自
然
模
様
）
が
村
の
自
慢

だ
と
か
。

　

入
山
は
昭
和
31
年
１
月
、
昭
和
39
年
３
月

に
龍
谷
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
を
卒
業
。
師

匠
は
橋
本
凝ぎ

ょ
う
い
ん胤
師
、
ち
な
み
に
法
胤
さ
ん

新調されたヘルメット
とユニフォーム

薬
師
寺
長
老 

山
田
法
胤
さ
ん

　

一
度
買
っ
て
食
べ
た
人

は
そ
の
み
ず
み
ず
し
い
味

が
忘
れ
ら
れ
ず
、
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
る
。
朝
に
ど
っ

さ
り
入
っ
て
も
、
昼
過
ぎ

に
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る

ほ
ど
の
人
気
だ
。

　

川
人
正
臣
社
長
（
56
）

は
40
歳
の
と
き
に
株
式
会

社
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ォ
レ
ス

ト
を
立
ち
上
げ
た
。
電
子

機
器
設
計
開
発
・
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｍ
設
計
・
基
板
実
装

の
会
社
だ
。
順
調
に
業
績

を
上
げ
、
次
に
女
性
だ
け

の
30
分
健
康
体
操
教
室

「
カ
ー
ブ
ス
」
の
事
業
に

も
手
を
伸
ば
し
た
。
今
で

は
、
６
店
舗
を
運
営
。

　

さ
ら
に
、
健
康
的
に
暮

ら
す
に
は
何
よ
り
も「
食
」

東大阪市鴻池町１－１－７２
イオン鴻池東館1F
TEL06-4306-4567
営業時間 9時〜18時
※年中無休

旬の駅イオン鴻池店

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
に

思
い
至
り
、
昨
年
９
月
に

旬
の
駅
な
ら
や
ま
（
奈
良

市
奈
良
阪
町
２
６
２
６
―

２
）
を
Ｍ
＆
Ａ
し
た
。
こ

こ
は
奈
良
市
内
最
大
規
模

の
農
産
物
直
売
所
で
、
地

元
の
農
家
が
自
ら
持
ち
込

み
、
価
格
を
付
け
販
売
す

る
。
手
間
暇
か
け
て
愛
情

た
っ
ぷ
り
に
育
て
ら
れ
た

野
菜
は
、
新
鮮
で
み
ず
み

ず
し
く
、
し
か
も
栄
養
価

が
高
い
。

　

川
人
社
長
は
こ
れ
ま
に

培
っ
た
経
営
手
腕
で
こ
こ

を
盛
り
上
げ
た
。
毎
日
来

る
お
客
さ
ん
の
笑
顔
を
見

る
う
ち
に
、
商
売
以
上
の

使
命
を
感
じ
る
。そ
こ
で
、

大
阪
に
も
店
舗
を
作
ろ
う

と
決
心
し
た
。

　

イ
オ
ン
鴻
池
店
で
も
同

じ
よ
う
に
お
客
さ
ん
の
笑

顔
が
溢
れ
て
い
る
。
こ
こ

を
軌
道
に
乗
せ
、
次
々
と

店
舗
展
開
す
る
意
気
込
み

の
川
人
社
長
。
論
語
や
活

学
を
長
年
学
び
、
実
践
し

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
、
川

人
社
長
の
瞳
は
澄
ん
で
お

り
、私
心
を
去
っ
て
い
る
。

旬
の
駅
が
全
国
に
広
が
る

日
も
遠
く
な
い
。

内
科・心
療
内
科・皮
膚
科

八
尾
市
荘
内
町
２―

２―
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☎
０
７
２―

９
９
０―

５
３
３
１

（
八
尾
徳
洲
会
総
合
病
院
西
側
）

さ
ん
ぽ
う
ク
リ
ニッ
ク

院
長　
楊　

博
嗣

　

そ
の
中
で
、
つ
い
に
ア
メ
リ

カ
人
の
奥
さ
ん
が「
も
う
駄
目
、

登
れ
な
い
」
と
言
い
出
し
ま
し

た
。
顔
を
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
で
照

ら
す
と
細
か
っ
た
顔
が
風
船
の

よ
う
に
パ
ン
パ
ン
に
膨
ら
ん
で

い
て
、
一
歩
も
歩
け
な
い
と
の

こ
と
で
す
。

　

高
山
病
で
と
う
と
う
ダ
ウ
ン

し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
れ

以
上
登
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
彼
女
は
残
念
な
が
ら
ガ
イ

ド
に
付
き
添
わ
れ
て
ロ
ッ
ジ
ま

で
降
り
て
い
き
ま
し
た
。

　

我
々
は
神
々
し
い
ま
で
の
赤

い
光
を
放
つ
朝
日
の
中
で
恍
惚

と
し
な
が
ら
登
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
光
に
身
を
任
せ
て
い

る
と
そ
の
う
ち
徐
々
に
周
囲
が

明
る
く
な
り
、
足
元
の
岩
が
思

い
の
ほ
か
茶
色
い
の
も
見
て
取

れ
ま
し
た
。
目
を
上
げ
る
と
雪

が
見
え
、
さ
ら
に
登
っ
て

い
く
と
氷
河
と
思
わ
れ
る

氷
壁
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
頃
に
は
夜
が
完
全
に

明
け
き
っ
て
、
あ
の
幻
想

的
な
感
じ
も
な
く
な
り
、

後
は
黙
々
と
頂
上
を
目
指

し
て
歩
く
の
み
で
し
た
。

　

頂
上
か
ら
見
え
る
景
色

が
ま
た
絶
景
で
、
ア
フ
リ
カ
大

陸
を
上
か
ら
見
る
光
景
は
格
別

で
し
た
。
頂
上
で
は
宿
泊
せ

ず
、
そ
の
日
の
う
ち
に
下
山
し

ま
す
。
帰
り
は
下
り
だ
か
ら
速

度
も
速
く
、
第
三
の
ロ
ッ
ジ
を

通
り
越
し
て
、
一
気
に
第
二
の

ロ
ッ
ジ
ま
で
降
り
て
宿
泊
し
ま

す
。次
の
日
に
モ
シ
ま
で
降
り
、

ア
メ
リ
カ
人
夫
婦
及
び
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
の
学
生
と
は
そ
こ

で
別
れ
ま
し
た
。

　

僕
は
そ
こ
か
ら
ア
ル
ー
シ
ャ

ま
で
行
く
た
め
屋
根
に
荷
物
を

満
載
し
た
バ
ス
に
乗
っ
た
の
で

す
が
、
現
地
の
人
で
満
員
で
し

た
。
辛
う
じ
て
席
を
確
保
し
、

窓
か
ら
外
を
見
て
い
る
と
、
道

を
歩
く
現
地
の
人
の
姿
に
目
が

と
ま
り
ま
し
た
。

　

ど
の
人
も
、
ま
だ
青
い
バ
ナ

ナ
の
大
き
な
房
を
頭
に
載
せ
て

歩
い
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
バ

ナ
ナ
は
お
や
つ
代
わ
り
の
果
物

で
す
が
、
現
地
で
は
貴
重
な
食

材
で
す
。
他
に
は
、
マ
サ
イ
人

と
思
わ
れ
る
背
の
高
い
現
地
人

の
姿
も
あ
り
ま
す
。
黒
い
排
ガ

ス
を
出
し
騒
音
を
ま

き
散
ら
し
な
が
ら
走
る
お
ん
ぼ

ろ
バ
ス
の
横
を
長
い
槍
を
持
っ

て
悠
然
と
ま
っ
す
ぐ
前
を
見
て

歩
い
て
い
る
姿
に
は
威
厳
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ア
ル
ー
シ
ャ
で
は
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
の
学
生
が
教
え
て
く

れ
た
安
い
宿
泊
所
に
泊
ま
り
ま

し
た
。
そ
こ
は
現
地
人
の
宿
泊

所
で
、
床
は
土
が
む
き
出
し
、

ひ
と
部
屋
に
十
個
以
上
の
ベ
ッ

ド
が
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
で

は
安
い
は
ず
で
す
。
し
か
も
真

夜
中
に
も
人
の
出
入
り
が
あ
っ

て
、
さ
す
が
の
僕
も
ほ
と
ん
ど

眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
次
の
日
、
ン
ゴ
ロ
ン
ゴ

ロ
ま
で
行
こ
う
と
思
い
、
宿
泊

所
の
近
く
に
あ
る
近
代
的
な
ホ

テ
ル
に
リ
ュ
ッ
ク
を
預
け
て
身

軽
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
い

い
時
代
で
、
ホ
テ
ル
は
無
料
で

荷
物
を
預
か
っ
て
く
れ
ま
し

た
。　

　

ン
ゴ
ロ
ン
ゴ
ロ
は
セ
レ
ン

ゲ
ッ
テ
ィ
と
並
ん
で
世
界
的
に

有
名
な
動
物
保
護
区
で
す
。
広

大
な
カ
ル
デ
ラ
に
あ
る
大
草
原

に
多
く
の
野
生
動
物
が
棲
息
し

て
お
り
、
大
型
の
草
食
動
物
の

ほ
か
肉
食
動
物
も
共
存
す
る
非

常
に
珍
し
い
場
所
で
、
か
ね
て

か
ら
ぜ
ひ
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
た
所
で
す
。�

（
つ
づ
く
）

アフリカ編

アフリカ大陸の絶景

イ
ラ
ス
ト
　
久
志
本
雅
子
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　大学を卒業しインターン、 そして一般外科研
修の後ザンビア共和国の診療所へ赴任。 １ドル
360 円の超円安の中、 持ち出し限度額の２万円
を持って日本を飛び立つ。 その後、 アフリカ、 
ヨーロッパ、 アメリカを放浪して大阪万博に沸く
日本に帰国。 70 歳を記念して寄った先々での
エピソードを綴り、 上梓。イラストは久志本雅子。 
Ａ５判188頁並製本、定価：本体1620円（税込み）
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊤
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊥
各Ａ５判並製本、定価：本体 1620 円（税込み）
 （引き続き㊦発行予定）

広域

大阪なみはやオープル
優
勝 

全
国
大
会
へ



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年６月１５日（木）

鼻パッドのないメガネフレーム

ＮＥＯＪＩＮ
（ネオジン）

　日本ウクライナ文化交流協会（小野元裕会長）は

５月 12日～ 19日に「ウクライナ手作り旅行 2017

～ユーロビジョンを観よう」を実施した。参加メン

バーは９人。東重光、東廣子、稲葉廣子、

石橋茂美、鎌田久子、田中秀典、北

見伸子、小野彩綺、小野元裕（敬称

略、順不同）。同協会の会報

「ジャークユ」第 23 号はウ

クライナ手作り旅行の感想文

特集として編集された。

そのなかから１編を

転載する。

　

思
い
の
ほ
か
清
々
し
い
目
覚
め
に
翔
平
は
、
先
ほ

ど
ま
で
の
出
来
事
が
全
て
夢
な
の
で
は
な
い
か
と
思

い
、
咄
嗟
に
自
分
の
手
の
ひ
ら
を
見
た
が
、
や
は
り

そ
れ
は
見
慣
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ざ
波
の

よ
う
に
驚
き
と
安
堵
感
が
時
間
差
で
打
ち
寄
せ
た
。

思
わ
ず
両
手
で
顔
を
覆
う
と
、
手
首
の
方
か
ら
ほ
の

か
な
ミ
ル
ク
の
甘
い
香
り
が
。
そ
の
ま
ま
手
首
を
鼻

の
頭
へ
手
繰
り
寄
せ
、
ト
リ
ュ
フ
を
探
す
豚
の
よ
う

に
ス
ン
ス
ン
と
や
る
。
男
の
二
の
腕
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
リ
ッ
チ
で
ス
ィ
ー
ト
な
芳
し
さ
。
そ
し
て
シ
ル

キ
ー
な
肌
触
り
。
ぺ
ろ
ぺ
ろ
と
舌
を
這
わ
せ
る
と
微

か
に
ヴ
ァ
ニ
ラ
の
味
が
し
た
。
腕
の
内
側
に
顔
を
埋

め
、肺
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
空
気
を
吸
い
込
ん
だ
。

甘
く
、
健
や
か
な
香
り
で
満
た
さ
れ
た
体
を
ゆ
っ
く

り
と
解
放
す
る
と
、
あ
と
に
は
涅
槃
の
よ
う
な
微
笑

み
だ
け
が
残
っ
た
。

　

ひ
と
し
き
り
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
、
ふ
と
視
線

を
感
じ
る
。
扉
の
方
へ
目
を
や
る
と
微
か
に
開
い
た

隙
間
か
ら
妹
の
美
樹
が
こ
ち
ら
を
凝
視
し
て
い
た
。

し
ば
し
の
沈
黙
。翔
平
は
声
を
出
そ
う
と
思
っ
た
が
、

先
ほ
ど
の
自
分
の
行
い
を
思
う
と
声
を
出
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。す
る
と
ゆ
っ
く
り
と
扉
は
開
い
た
。

　
「
あ
の
、
誰
で
す
か
？
」

　

美
樹
は
恐
る
恐
る
尋
ね
た
。

　
「
…
僕
だ
よ
」

　
「
嘘
。
兄
ち
ゃ
ん
や
っ
た
ら
『
僕
』
と
か
言
わ
へ

ん
し
。
そ
も
そ
も
…
」

　

そ
う
言
っ
て
ゆ
っ
く

り
と
部
屋
の
中
に
足
を

踏
み
入
れ
た
。
そ
れ
は

ひ
ど
く
慎
重
な
一
歩

だ
っ
た
。

　
「
ね
ぇ
美
樹
、い
つ
か

ら
そ
こ
に
い
た
の
？
」

　
「
今
さ
っ
き
」

　
「
さ
っ
き
っ
て
い

つ
？
」

　
「
ち
ょ
う
ど
今
」

　
「
じ
ゃ
あ
、
何
か
変
な
こ
と
見
な
か
っ
た
？
」

　
「
変
な
こ
と
っ
て
何
？
」

　
「
え
？　

変
な
こ
と
っ
て
、
そ
う
、
例
え
ば
、
お

兄
ち
ゃ
ん
が
変
顔
し
て
た
り
と
か
さ
」

　
「
そ
ん
な
ん
知
ら
ん
」

　

そ
の
言
葉
に
胸
を
撫
で
下
ろ
す
翔
平
。
自
分
の
腕

を
一
心
不
乱
に
舐
め
ま
わ
す
な
ど
と
い
う
異
様
な
光

景
を
我
が
妹
に
見
ら
れ
て
は
、
兄
と
し
て
の
沽
券
に

関
わ
る
。

　
「
あ
な
た
は
兄
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
い
。
そ
も
そ
も
…

見
た
目
が
全
然
ち
ゃ
う
し
」

　

翔
平
の
反
応
を
伺
い
な
が
ら
美
樹
は
先
ほ
ど
と
は

反
対
の
足
を
注
意
深
く
動
か
し
た
。
さ
な
が
ら
忍
者

の
足
さ
ば
き
。

　
「
兄
ち
ゃ
ん
ど
こ
行
っ
た
ん
？
」

　
「
い
や
、
だ
か
ら
、
美
樹
。
僕
が
お
兄
ち
ゃ
ん
な

ん
だ
よ
！
」

　

声
を
上
げ
る
と
、
美
樹
の
顔
が
ほ
の
か
に
桜
色
に

染
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
翔
平
の
す
ぐ
隣
に
腰
を
下
ろ

し
た
。

　
「
エ
ク
ソ
の
レ
イ
み
た
い
」

　

ぽ
つ
り
と
そ
う
つ
ぶ
や
い
た
。

　
「
え
？　

何
？　

ち
ょ
っ
と
美
樹
、
近
く
な
い
？
」

　

赤
ら
ん
だ
顔
の
美
樹
の
表
情
は
目
が
少
し
飛
ん
で

い
る
。
翔
平
は
我
が
妹
が
大
の
イ
ケ
メ
ン
好
き
で
あ

る
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
そ
う
言
え
ば
美
樹
の
部
屋

に
は
名
の
知
ら
ぬ
韓
国
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
ら
し

き
ポ
ス
タ
ー
が
そ
こ
か
し
こ
に
貼
っ
て
あ
っ
た
。

　
「
い
い
匂
い
」

　

翔
平
の
パ
ジ
ャ
マ
を
嗅
い
で
勝
手
に
頭
を
く
ら
く

ら
さ
せ
て
い
る
。
翔
平
は
我
が
妹
の
行
く
末
を
案
じ

た
。

　
「
ち
ょ
っ
と
、
美
樹
。
し
っ
か
り
し
ろ
よ
！　

僕

は
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
ぞ
！
」

　
「
お
兄
ち
ゃ
ん
な
ら
お
兄
ち
ゃ
ん
で
い
い
」

河
内
の
カ
フ
カ嶋津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

―⑤―

次
号
（
７
月
15
日
付
）
に
続
く

河内のカフカ
　「ストップ。ママに言わせて上げて。もう覚えて
しまったのよ。あの人達のおかげで」
　恬子がママに振る。
　「まかせなさい。我が庵は都の辰己しかぞすむ　
世をうぢ山と人はいふなり（古今和歌集983）ね」
　「ピンポン、正解ヤンカイ、セヤンカイ、ヤカマ
シハブラシトンガラシ」
　成平も少しお酒が回ってきたようだ。それを聞い
てママがすぐに反応する。
　「あらナリちゃん、いつから１人で遊べるように
なったの。この喜撰の歌にも平城天皇の歌にある都
があるじゃない。小町と喜撰の歌とは、我が世が共
通だったんでしょ」
　「すごいよママ。これで喜撰も小町も平城天皇に
近づいたってことだよ。阿保親王とも無関係でなく
なったってことか。しかし、なんで安倍仲麿の歌が
阿保親王の歌で、蝉丸の歌が小町なんだよ」
　その質問に恬子が答える。
　「阿倍（安倍）と阿保、小町の歌の、我が身世に
ふる、の世身（せみ）が蝉になったっていう単なる
こじつけ。でもね、日本へ帰れなかった阿倍仲麻呂
の歌が残っているのも変だし、蝉丸の歌も百人一首

の中でこの歌だけ濁音がない。つまり鳴いていない
のよ。鳴かない蝉ってメスじゃないの。蝉丸は琵琶
の名人だったって言うけど、当時琵琶や琴を習った
のは女性の方が多かったんじゃないかしら。蝉丸の
歌は、これやこの行くも帰るも別れては知るも知ら
ぬも逢坂の関（後撰集1089）」
　恬子の話を聞いて成平はうなずいた。
　「大伴さんの話って結構おもしろいんじゃないの。
８番目の喜撰と９番目の小町の関係っていうのが気
に入ったなあ。襖ではその間に柱があるわけだろう」
　「でもね、富田さんや戸田さんに言わせると、大
伴さんは学歴もないし観光ガイド程度の知識で歴史
をメチャクチャにしているって手厳しいのよ。それ
にあの暗さってオタクっぽいものね、大伴さんて」
　恬子の言うように、大伴は女性に持てるタイプか
らはほど遠いようだ。リストラの噂が出ているのも
意外ではない。しかし学歴で人を判断するのは間
違っていると思った成平は、大伴を評価してやろう
という気持ちが湧いてきた。成平も戸田が読んだと
いう織田正吉さんの「百人一首の謎」という本を読
んだことがある。たしかこの歌集は、定家が後鳥羽
上皇の呪

じゅ

詛
そ

を畏れ、鎮魂の思いを秘めた歌集で、ク
ロスワードであり、暗号であるといったものだった。
植物が桜、梅、白菊、紅葉しか出てこないというの
も気になる。定家がこの百首に込めた意味には奥深
いものがあるように思えるのだ。六歌仙の１人大伴
黒主の歌が抜け落ちているのも変だ。大伴の言うよ
うに、阿保親王の名前を出せないから安倍仲麿や喜
撰法師として登場しているのなら、大伴黒主も別名
で出ている可能性だってあるのだ。
　クーラーが効き始めた頃、久しぶりのお客がダイ
アモンドのドアを開けた。
　「あら、いらっしゃいませ。お久しぶり、来てく
れたのね。嬉しいわ」
　満面の笑みでの元気ないらっしゃいませ、このマ
マのいらっしゃいませを聞くためだけにやってくる
客だって少なくないはずなのだ。
　「ウイスキーを入れるよ」
　久しぶりのその客はボトルをキープするらしい。
この店のウイスキーはロイヤルが7,000円だ。ちな
みに神の河は4,000円らしい。
　「ロイヤルならあるわ。山崎もあるけど高いわよ」
　この「高いわよ」に男は弱い。女に高いと言われ
て引いているようでは男が廃るのだ。彼はすぐ山崎
をキープしてしまった。山崎は1,4000円だ。
　「１杯いただけるかしら」
　もちろんママはそう言って自分のグラスも用意す
る。
　「おいしい、本当に山崎はおいしいわねえ」
　ママがしみじみこう言うことによって、客は山崎
を入れて良かったとここで納得する。自然なやり取
りなんだけれど、恬子には少し無理かもしれない。
成平はそんな風に思った。オタク、ネクラ、ハゲ、
コウマンチキ、ヤクザ、バカ、ヘソマガリ、何でも
ござれでなくてはスナックのママはやって行けない。
　続いて常連客が２人入ってきた。暇だ暇だと言い
ながら千客万来だ。恬子が成平にビールを注いだり、
久しぶりによく喋っているのを見て、少し酔ってい
るその客の１人が声を掛ける。
　「恬子ちゃん、お似合いだよ」
　照れて彼女は少し顔を赤らめた。案外成平のこと
を気に入っているのかもしれない。成平も親のＤＮ
Ａがそうさせるのだろうか。父がかつて思っていた
かもしれない女性への気持ちを恬子に感じているの
かもしれない。
　成平がそろそろ席を立とうかなと思ったとき、大
伴が入ってきた。
　「としちゃん、いらっしゃい」
　ママの声に彼の顔も明るくなる。そして以前この
店で会ったことのある成平に気付いて隣の席へ座っ
た。彼はいつもバカにされている富田は避けている
のだが、年下でおとなしい成平には良く話し掛けて
くるのだ。成平も、百人一首の中になぜ大伴黒主の
歌がないのかという疑問を彼に聞いてみたかった。

百人一首殺人事件 ⑨

東大阪の古代史研究家

十帖田の古代史塾
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従
う
べ
き
と
き
に
我
を
張
り

我
を
張
る
べ
き
と
き
に
萎
縮
す
る

虚
勢
者

愛
を
得
ら
れ
ず
に

寂
し
い

人
生
を

強
引
に
突
進
し
た
り

自
慰
し
な
が
ら
う
ず
く
ま
っ
た
り
し

てま
す
ま
す
寂
し
く

弱
者
気
取
り
の

独
善
的
で
傲
慢
で
は
た
迷
惑
な

人
生
を

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
生
き
て
い
る

そ
の
姿
が
あ
ま
り
に

憐
れ
だ

詩
の
窓

虚
勢
者

丁 

章
（
東
大
阪
市
在
住
の
詩
人
）

　

鼻
パ
ッ
ド
の
な
い
メ
ガ
ネ
フ
レ
ー
ム
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
（
ネ
オ
ジ
ン
）
が
静
か
な

ブ
ー
ム
だ
。
頬
骨
と
耳
の
上
の
計
４
点
で

フ
レ
ー
ム
を
支
え
る
。
日
々
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
て
サ
イ
ド
パ
ッ
ド
を
使

用
者
自
身
が
微
調
整
で
き
る
の
で
、
と
て

も
便
利
だ
。

　

特
に
女
性
に
人
気
が
あ
る
。
普
通
の
メ

ガ
ネ
を
か
け
る
と
、
鼻
パ
ッ
ド
で
化
粧
が

落
ち
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｊ

Ｉ
Ｎ
だ
と
そ
の
心
配
が
な
い
。
こ
れ
か
ら

暑
く
な
る
と
、化
粧
が
取
れ
や
す
く
な
る
。

夏
を
前
に
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
を
買
い
求
め
る

女
性
が
増
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
男
性
も
注
目
し
始
め
て
い
る
。

鼻
パ
ッ
ド
が
な
い
の
で
、
疲
れ
な
い
と
評

判
だ
。
目
の
疲
れ
か
ら
頭
痛
や
肩
こ
り
に

つ
な
が
る
の
で
、
頭
痛
も
ち
や
肩
こ
り
症

の
男
性
が
購
入
し
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
メ
ガ
ネ
の
平
和
晃
八
尾
南
店
（
松
見
昇

代
表
、
八
尾
市
南
木
の
本
４
―
13
―
２
、

☎
０
７
２
―
９
２
２
―
６
１
８
６
）
へ
。

上から見たＮＥＯＪＩＮ

スタイリッシュなＮＥＯＪＩＮ

リヴィウのイワン・フランコ大学で日本語を学ぶ学生たちと

ウクライナ手作り旅行
ユーロビジョンを観よう

　

私
は
函
館
で
、ボ
ル
シ
チ
と
焼
き
プ
ィ
リ
ジ
キ（
ピ

ロ
シ
キ
）
を
出
す
カ
フ
ェ
を
し
て
い
ま
す
。
と
て
も

気
に
な
る
焼
き
プ
ィ
リ
ジ
キ
の
カ
フ
ェ
が
キ
エ
フ
に

あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
ボ
ル
シ
チ
の
ふ
る
さ
と
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
私
の
周
り
に
は

サ
ハ
リ
ン
に
縁
が
あ
る
人
が
結
構
い
て
、
サ
ハ
リ
ン

に
は
多
く
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
い
る
こ
と
、
使
っ
て

い
る
場
所
に
昔
間
宮
林
蔵
が
住
ん
で
い
た
ら
し
い
こ

と
、
食
材
が
北
海
道
と
と
て
も
似
て
い
る
こ
と
…
そ

ん
な
あ
れ
こ
れ
が
重
な
っ
て
、
今
年
の
初
め
に
小
野

元
裕
会
長
と
出
会
い
、
急
遽
今
回
参
加
し
ま
し
た
。

　

キ
エ
フ
で
は
ア
ン
ド
リ
イ
さ
ん
の
案
内
で
聖
ソ

フ
ィ
ア
大
聖
堂
に
行
き
、
私
は
信
仰
に
つ
い
て
も
と

て
も
興
味
が
あ
る
の
で
い
ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
た
の

が
本
当
に
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。そ
の
あ
と
も
、ユ
ー

ロ
ビ
ジ
ョ
ン
を
観
た
り
、
念
願
の
カ
フ
ェ
に
行
け
た

り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
料
理
を
食
べ
た
り
…
そ
こ
か
ら
最

初
の
寝
台
列
車
の
旅
が
待
っ
て
い
ま
し
た
（
こ
の
あ

と
計
３
回
乗
り
ま
し
た
。
各
約
10
時
間
！
）。

　

そ
し
て
、
な
ん
と
い
っ
て
も
リ
ヴ
ィ
ウ
。
世
界
遺

産
の
街
リ
ヴ
ィ
ウ
は
、
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

た
よ
う
な
美
し
い
街
並
み
で
し
た
。
昼
も
夜
も
あ
ち

こ
ち
で
音
楽
を
演
奏
す
る
人
が
い
た
り
、
薬
局
博
物

館
や
、
カ
フ
ェ
や
雑
貨
屋
や
、
古
い
建
物
の
中
に
い

ろ
い
ろ
な
店
が
あ
っ
て
、
時
間
軸
が
日
本
と
は
違
う

感
じ
。
で
も
決
し
て
リ
ゾ
ー
ト
地
み
た
い
な
騒
が
し

さ
は
な
く
、
い
つ
ま
で
も
静
か
に
浸
っ
て
い
た
い
場

所
で
し
た
。

　

し
か
も
案
内
人
の
タ
ラ
ス
君
が
連
れ
て
行
く
の
は

面
白
い
レ
ス
ト
ラ
ン
ば
か
り
。
パ
ル
チ
ザ
ン
が
コ
ン

セ
プ
ト
の
カ
フ
ェ
、
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
が
コ
ン
セ
プ

ト
の
カ
フ
ェ
！　

そ
れ
ぞ
れ
シ
ョ
ッ
プ
も
併
設
し
て

い
て
、
ま
る
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
で
す
が
、
大
き

な
違
い
は
、
実
は
店
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
な
っ
て
い
る

ス
ト
ー
リ
ー
が
架
空
の
冒
険
物
語
で
は
な
く
ハ
ー
ド

な
自
国
の
歴
史
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
写
真
が
平
気
で

飾
ら
れ
て
い
た
り
グ
ッ
ズ
に
な
っ
た
り
し
て
い
て
、

妙
な
し
た
た
か
さ
や
、
ど
こ
か
ユ
ー
モ
ア
で
受
け
止

め
よ
う
と
し
て
い
る
気
概
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
（
ど

ち
ら
も
入
る
と
き
に
お
約
束
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ

れ
は
実
際
に
行
っ
て
み
て
の
お
楽
し
み
）。
リ
ヴ
ィ

ウ
で
は
大
学
に
も
行
き
日
本
の
話
を
す
る
経
験
も

し
ま
し
た
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
学
生
は
と
て
も
シ
ャ

イ
！　

北
国
の
人
は
シ
ャ

イ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

口
を
開
け
て
笑
う
と
寒
い

か
ら
？
）。

　

名
残
惜
し
い
リ
ヴ
ィ
ウ

を
あ
と
に
し
て
向
か
っ
た
先
は
オ
デ
ッ
サ
（
２
度
目

の
寝
台
列
車
！
）。
オ
デ
ッ
サ
は
着
く
な
り
南
の
リ

ゾ
ー
ト
感
が
満
載
で
リ
ヴ
ィ
ウ
と
は
ま
る
で
違
い
、

ど
こ
か
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
感
じ
も
。
暗
さ
の
中
に

明
る
さ
が
あ
る
よ
う
な
リ
ヴ
ィ
ウ
の
あ
と
で
、
空
や

黒
海
の
青
さ
が
目
に
し
み
ま
し
た
。

　

リ
ヴ
ィ
ウ
で
へ
と
へ
と
に
な
る
ま
で
歩
い
た
付
け

が
回
っ
て
き
て
、
オ
デ
ッ
サ
で
は
学
生
と
会
っ
た
他

は
、ホ
テ
ル
の
近
く
を
行
っ
た
り
来
た
り
が
精
一
杯
。

で
も
こ
こ
で
食
べ
た
ボ
ル
シ
チ
は
、
ず
っ
と
探
し
求

め
て
い
た
ビ
ー
ツ
の
赤
が
効
い
た
、
最
高
の
ボ
ル
シ

チ
で
し
た
（
ボ
ル
シ
チ
は
、
食
べ
る
と
こ
ろ
で
全
部

味
が
違
う
の
で
す
）。
他
に
も
キ
ノ
コ
の
ス
ー
プ
、

緑
の
ボ
ル
シ
チ
、
夏
の
ス
ー
プ
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ー

プ
を
試
せ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
の
寝
台
列
車
。
初
め
て
昼
間
だ
っ
た

の
で
、
同
行
の
皆
さ
ん
と
車
窓
を
眺
め
な
が
ら
楽
し

い
旅
で
し
た
。
夜
中
に
キ
エ
フ
に
到
着
し
、
オ
レ
ー

ナ
先
生
が
優
し
く
迎
え
て
く
れ
て
、
そ
こ
で
も
お
手

製
の
緑
の
ボ
ル
シ
チ
や
炒
め
物
、
サ
ラ
ダ
、
デ
ザ
ー

ト
を
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
日
１
日
を
噛
み
し
め
て
過

ご
し
な
が
ら
も
、「
次
は
１
カ

月
間
来
て
、
き
ち
ん
と
家
庭
で

料
理
を
習
い
た
い
！
」
と
も
う

次
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
滞
在
を
思
い

描
い
て
い
る
、
そ
ん
な
１
週
間

で
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
た
ち
は
、

運
転
し
て
い
る
と
き
以
外
は
通

り
を
行
く
人
も
み
な
物
静
か
、

ニ
コ
ニ
コ
す
る
わ
け
で
は
な
い

け
れ
ど
、
で
も
な
ん
だ
か
親
切

心
が
感
じ
ら
れ
る
人
た
ち
で
し

た
。
怖
い
目
や
危
な
い
目
に
も

一
度
も
遭
わ
ず
、
電
車
も
毎
度

時
間
通
り
。
そ
し
て
、
同
行
の

人
た
ち
が
さ
す
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
行
こ
う
と
思
う
人
た
ち
だ
け
あ
っ
て
、
み
ん
な
穏

や
か
で
愉
快
な
人
た
ち
ば
か
り
。
久
々
に
心
か
ら
安

心
で
き
る
夢
の
よ
う
な
時
間
で
、
１
つ
も
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
小
野
会
長
が
三
線
を
レ

ス
ト
ラ
ン
に
忘
れ
た
り
し
た
ぐ
ら
い
か
な
）。
ト
ラ

ブ
ル
、
い
や
ト
ラ
ッ
プ
に
遭
っ
た
の
は
そ
の
あ
と
の

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
の
ド
イ
ツ
で
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
た

別
の
話
。

　

と
に
か
く
今
の
夢
は
、
冬
の
閑
散
期
に
１
カ
月
間

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
家
庭
料
理
研
修
！　

で
も
そ
ん
な
風

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
入
り
口
か
ら
大
好
き
に
な
れ
た
の

は
小
野
会
長
、
彩
綺
夫
人
は
じ
め
、
同
行
の
み
な
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
次
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
行
き
も
、
小
野
会
長
、
ぜ

ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！　

オデッサで日本語を学ぶ学生たちと（筆者前列左）

キエフのホテル「キデフ」に到着

オ
デ
ッ
サ
で
出
合
っ
た

最
高
の
ボ
ル
シ
チ

日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会
北
海
道
支
部
長 

北
見
　
伸
子

2017

５月12日
～ 19日

キ 

エ 

フ

リ
ヴ
ィ
ウ

オ
デ
ッ
サ

日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会
主
催

訪　問

　
「
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
！　

僕
が
こ
の
ま
ま
の
姿
で

い
い
の
か
？
」

　
「
こ
の
ま
ま
で
い
い
。
む
し
ろ
こ
の
ま
ま
の
方
が

い
い
」

　

虚
ろ
な
瞳
は
薄
っ
す
ら
と
濡
れ
て
い
た
。
翔
平
は

落
胆
し
た
。
イ
ケ
メ
ン
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

れ
だ
け
で
人
生
の
下
駄
を
履
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
イ
ケ
メ
ン
人
生
は
楽
勝
レ
ー
ス
じ
ゃ
な
い
か
。

落
胆
と
同
時
に
イ
ケ
メ
ン
に
対
す
る
怒
り
が
込
み
上

げ
る
。

　
「
じ
ゃ
あ
、
起
き
た
ら
今
の
兄
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て

た
っ
て
こ
と
？
」

　
「
そ
う
」

　

美
樹
が
近
づ
い
て
こ
な
い
よ
う
に
、
正
面
に
向
か

い
合
っ
て
座
る
翔
平
。

　
「
カ
フ
カ
や
ん
」

　
「
え
？
」

　
「
ほ
ら
、
カ
フ
カ
の
ア
レ
や
ん
。
虫
に
な
る
や
つ
」

　
「
ん
？　

何
？　

カ
フ
カ
？
」

　
「
知
ら
ん
の
？　

カ
フ
カ
。
有
名
な
人
や
で
」

　

翔
平
は
本
を
読
ま
な
い
。
新
聞
も
読
ま
な
い
。
活

字
を
読
む
の
は
唯
一
ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
で
芸
能
ゴ

シ
ッ
プ
を
確
認
す
る
と
き
だ
け
だ
。

　
「
カ
フ
カ
の
あ
の
薄
っ
す
い
本
。
黄
色
い
や
つ
。

あ
れ
も
な
、
確
か
目
が
覚
め
た
ら
姿
が
変
わ
る
っ
て

い
う
話
。
そ
れ
も
ゴ
キ
ブ
リ
み
た
い
な
や
つ
」

　
「
え
？　

そ
ん
な
の
嫌

だ
よ
！
」

　
「
そ
う
！　

そ
れ
か
ら

家
族
に
も
嫌
わ
れ
て
、

部
屋
の
中
に
閉
じ
込
め

ら
れ
て
、
そ
の
う
ち
自

分
が
何
な
の
か
分
か
ら

ん
く
な
ん
ね
ん
」

　
「
え
？　

最
後
ど
う
な

る
の
？
」

　
「
最
後
？　

ど
う
や
っ
た
っ
け
な
？　

確
か
死
ぬ

ん
ち
ゃ
う
か
っ
た
か
な
？
」

　
「
そ
ん
な
の
ヤ
だ
よ
！
」

　
「
で
も
い
い
や
ん
兄
ち
ゃ
ん
は
。
イ
ケ
メ
ン
に
変

わ
っ
た
し
。
外
に
も
出
れ
る
し
」

　

平
然
と
そ
う
言
い
放
っ
た
美
樹
。
そ
の
言
葉
に
何

も
言
い
返
せ
な
い
翔
平
。

　
「
今
の
と
こ
ろ
何
か
嫌
な
こ
と
あ
っ
た
？
」

　

そ
の
問
い
に
沈
黙
せ
ざ
る
を
得
な
い
悲
し
き
兄
の

背
中
。

　
「
逆
カ
フ
カ
や
ん
。
逆
カ
フ
カ
」

　
「
…
逆
…
カ
フ
カ
」

　

た
だ
言
葉
を
繰
り
返
す
だ
け
の
哀
れ
な
翔
平
。

　
「
パ
ッ
と
し
な
い
見
た
目
か
ら
イ
ケ
メ
ン
に
。
最

高
や
ん
。『
栄
光
か
ら
の
転
落
』
じ
ゃ
な
く
て
『
ど

ん
底
か
ら
の
栄
光
』。
逆
タ
イ
ガ
ー
・
ウ
ッ
ズ
！
」

　

そ
う
言
っ
て
大
笑
い
す
る
美
樹
。

　
「
栄
光
は
否
定
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

前
の
姿
が
『
ど
ん
底
』
っ
て
い
う
の
は
ひ
ど
い
で

し
ょ
！
」

　
「
今
か
ら
思
う
と
あ
ん
な
ん
『
ど
ん
底
』
や
ん
か
。

思
い
出
し
た
く
も
な
い
。
え
？　

兄
ち
ゃ
ん
も
何
か

変
な
薬
や
っ
た
と
か
？
」

　

そ
う
言
っ
て
ま
た
大
笑
い
し
た
。
虫
に
な
る
こ
と

を
思
え
ば
今
の
姿
の
方
が
も
ち
ろ
ん
良
い

が
、
ど
こ
か
寂
し
い
気
分
は
拭
え
な
か
っ

た
。
一
し
き
り
笑
っ
た
美
樹
が
言
っ
た
。

　
「
で
、
兄
ち
ゃ
ん
。
何
で
自
分
の
腕
舐
め

て
た
ん
？
」

　
「
や
っ
ぱ
り
見
て
た
の
か
よ
！
」

　
「
変
な
薬
や
っ
た
ら
あ
か
ん
で
」

　
「
薬
は
や
っ
て
な
い
！
」

　
「
じ
ゃ
あ
素
で
？　

一
番
引
く
わ
」

　

妹
は
、
何
が
あ
っ
て
も
妹
で
あ
る
。



東　　　 大　　　 阪（３） （昭和29年４月24日　第 3 種郵便物認可） 毎月１日・ 15日発行平成２９年６月１５日（木）

　現在、日本では多くのまだ食べられる多くの食品が
廃棄されており、家庭から発生する燃やすごみの中の
約 30% 近くを占めています。
　NPO 法人グラウンドワーク八尾（菅春水代表理事）
では、このような状況の改善を目指し、野菜をまるご
と使った料理の作り方を体験学習する「食品ロスゼロ
教室」を八尾市立リサイクルセンター学習プラザ「め
ぐる」（八尾市曙町2-11）にて毎月2回実施しています。
　今回は玉ねぎを全部使ったレシピを 2 種類紹介しま
す。
　7 月は八尾枝豆、8 月は夏野菜の使い方を学習しま
す。ぜひ一度、教室にご参加ください。

　お問い合わせは八尾市立リサイクルセンター学習プ
ラザ「めぐる」（☎072-994-0564）へ。

ユ
の
登
録
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

が
教
え
る
本
格
的
な
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
ス

ク
ー
ル
。

　

ス
タ
ジ
オ
Ｔ
О
Ｔ
О
Ｌ

Ａ
の
代
表
で
あ
る
瓜
野
誠

一
郎
さ
ん
（
34
）
は
語
る
。

　

現
役
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
や
高
い
実

績
を
持
つ
元
体
操
選
手
、

シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ

イ
ン
メ
ン
ト
と
触
れ
合
え

る
瞬
間
が
あ
っ
て
も
い
い

な
っ
て
思
い
ま
し
て
。
専

門
学
校
だ
と
入
学
金
や
授

業
料
だ
け
で
も
年
に
数
百

万
単
位
で
お
金
が
か
か
り

ま
す
。
経
済
的
な
余
裕
の

な
い
人
で
も
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
と
関
わ
れ

る
、
つ
ま
り
、
裾
野
を
広

げ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
ま
し
た
」

　

瓜
野
さ
ん
が
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
世
界
に

入
っ
た
き
っ
か
け
は
ブ
レ

イ
ク
ダ
ン
ス
と
の
出
会
い

だ
。
高
校
時
代
、
部
活
動

で
は
体
操
部
に
入
り
、
放

課
後
は
ダ
ン
ス
仲
間
と
ブ

レ
イ
ク
ダ
ン
ス
を
し
て

日
々
を
過
ご
し
た
。「
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
世

界
で
生
き
て
い
く
」
そ
う

決
意
し
た
瓜
野
さ
ん
。
し

か
し
金
銭
的
な
理
由
か
ら

専
門
学
校
へ
は
進
学
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
大
阪
で

Ｕ
Ｓ
Ｊ（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
）

が
開
か
れ
る
こ

と
を
知
っ
た
。

自
分
の
夢
へ
向

か
っ
て
歩
み
出

し
た
瓜
野
さ

ん
。
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
何
度

も
落
ち
な
が
ら

も
、
諦
め
ず
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
を

繰
り
返
し
念
願

の
合
格
通
知
を

手
に
し
た
。

の
問
題
へ

　

自
動
車
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
部
品
な
ど
工
業
、
産

業
的
な
も
の
を
除
い
た

「
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
が
対
象
。
こ
れ
ら
は

石
油
由
来
の
化
学
物
質
で

あ
り
、
海
洋
で
細
か
く
砕

か
れ
た
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
、
海
洋
を
汚
染

し
て
い
る
Ｄ
Ｄ
Ｔ
や
Ｐ
Ｃ

Ｂ
な
ど
の
毒
物
を
吸
着

し
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
魚

の
体
内
に
入
り
食
物
連
鎖

の
中
で
人
体
へ
の
影
響
が

危
惧
さ
れ
て
い
る
。ゴ
ミ
、

毒
性
、
生
態
系
の
破
壊
と

い
う
環
境
問
題
を
考
え
る

と
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち

の
健
康
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
た
と
い

う
。
身
近
な
使
い
捨
て
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
代
表
は
レ

ジ
袋
、
飲
料
用
ボ
ト
ル
、

食
品
ト
レ
イ
、ス
ト
ロ
ー
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
用
コ
ー
ヒ

ー
カ
ッ
プ
な
ど
。
各
種
文

献
か
ら
使
用
を
す
ぐ
に
や

め
る
必
要
性
を
感
じ
平
成

28
年
10
月
に
Ｐ
Ｆ
Ｊ
を
立

ち
上
げ
た
。

地
域
の
成
功
例
を
発
信

ま
だ
啓
蒙
段
階
で
す
が
日

本
の
市
町
村
や
、
米
国
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
や
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
な
ど
の
先
駆
的
市

民
団
体
な
ど
と
も
連
携
し

て
い
る
。

　

今
ま
で
の
３
Ｒ

〈Recycle, Reduce, 
Reuse

〉
に
新
た
に
３

Ｒ
〈Refuse
（
拒
否
）、

Replace

（
代
替
）、

Responsible

（
責
任
）〉

を
加
え
た
。
地
域
で
の
成

功
例
を
発
信
し
、
地
球
汚

染
の
防
止
に
つ
な
げ
て
ゆ

き
た
い
と
い
う
。

　

セ
ミ
ナ
ー
や
資
料
の
Ｗ

Ｅ
Ｂ
公
開
を
行
い
、
商
店

会
に
は
使
い
捨
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
不
使
用
を
お
願

い
し
、
代
替
品
の
提
案
な

ど
も
行
う
。
市
民
に
は
使

い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

「
売
ら
な
い
」「
買
わ
な
い
」

「
捨
て
な
い
」
街
、
す
な

わ
ち
「
使
い
捨
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
フ
リ
ー
タ
ウ
ン
・

キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
実
現
を

目
指
そ
う
と
訴
え
て
い
ま

す
。

　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
リ

ー
の
街　

憲
章
」
を
請
願

鎌
倉
市
に
は
「
ゼ
ロ
・
ウ

ェ
イ
ス
ト
か
ま
く
ら
」
の

理
念
が
あ
る
の
で
、
ま
ず

で
き
る
こ
と
か
ら
と
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
リ
ー
の
街

　

憲
章
」
を
市
に
請
願
し

た
。

　

そ
の
内
容
は
①
「
レ
ジ

袋
は
も
ら
い
ま
せ
ん
」
常

に
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
っ
て

買
い
物
に
行
く
。
②
「
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
買
い
ま
せ

ん
」
常
に
水
や
お
茶
を
入

れ
た
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持

つ
。
③
「
ビ
ニ
ー
ル
に
包

ま
れ
た
野
菜
・
果
物
は
買

い
ま
せ
ん
」
常
に
野
菜
を

ば
ら
売
り
し
て
い
る
お
店

で
買
う
。

　

岐
阜
県
大
垣
市
に
も
提

案
し
た
。
ま
た
、
鎌
倉
の

浜
辺
は
き
れ
い
だ
が
実
際

は
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
で
汚
れ
て
い
る
の
で
ビ

ー
チ
を
櫛
の
よ

う
に
歩
く
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
を
こ

れ
か
ら
実
施
す
る
予
定
だ
。

　「
使
う
責
任
」
は
国
際

的
な
テ
ー
マ

　

６
月
５
日
は
国
際
環
境

デ
ー
で
６
月
は
環
境
月
間

だ
。
７
月
か
ら
フ
ラ
ン
ス

で
は
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
ス
プ
ー
ン
な
ど
が

使
用
禁
止
と
な
る
。

　

国
連
が
２
０
１
５
年
に

発
表
し
た
17
項
目
の
「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
」（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
）
に
は
「
使
う
責
任
」

が
あ
り
、
消
費
者
と
し
て

も
意
識
を
変
え
ね
ば
な
ら

な
い
。 

（
石
河
亮
平
）

　
「
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト

の
世
界
に
触
れ

る
機
会
を
少
し

で
も
増
や
し
た

い
と
い
う
気
持

ち
か
ら
こ
の
学

校
を
作
り
ま
し

た
。
テ
ー
マ

パ
ー
ク
な
ど
で

パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
見
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
、

実
際
に
自
分
で

や
っ
て
み
る
と

い
う
場
所
は
少

な
い
の
が
現
状

で
す
。な
ら
ば
、

自
分
た
ち
で
作

ろ
う
、
と
」

　

瓜
野
さ
ん
は
関
西
で
最

も
有
名
な
テ
ー
マ
パ
ー
ク

Ｕ
Ｓ
Ｊ（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
）

で
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て

活
躍
す
る
傍
ら
、
自
身
の

立
ち
上
げ
た
フ
ラ
ッ
シ
ュ

モ
ブ
を
提
供
す
る
会
社
Ｎ

Ｌ
Ｐ
サ
プ
ラ
イ
ズ
（
ネ
ク

ス
ト
レ
ベ
ル
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
ズ
）
を
運
営
し
て
い

る
。

　
「
身
近
に
エ
ン
タ
ー
テ

親孝行出版のすすめ
　「孝行のしたい時分に親はなし」と言われます。
　親が亡くなってから、もっと話を聞いておけば
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チを末代まで残せます。
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ます。

《基本設定》
Ａ５判32ページ上製本（ハードカバー）、布表紙に金（または銀）箔押し
モノクロ写真10枚挿入　肉声入りＣＤ付き

制作部数10部　出版費用50万円（税別）
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河
島
英
五
さ
ん

17
回
忌
に
寄
せ
て

子
ど
も
を

「
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

汚
染
か
ら
守
り
た
い

ＮＰＯ法人グラウンドワーク八尾
食品ロスゼロ教室実施

な
つ
か
し
い
写
真

近
鉄
電
車
〈
写
真
提
供
〉

読
者・坂
口
　
功

撮影時期　昭和38年 1 月ごろ
撮影場所　近鉄鶴橋駅
　国鉄（現JR）鶴橋駅のホームから
　大阪ー奈良間の急行で複々線化されて
いますが、2 番線ホームは奈良から乗客
で、多く団塊の世代を含む大量就職した
時期が写真からも伺えます。
　800 系電車は、奈良線専用で、主に鹿
特急と急行の 2 種類として利用されまし
た。

　

前
々
回
か
ら
平
成
24
年
の
消
費
税
の
改
正
の
話
を

ず
っ
と
し
て
い
ま
す
。
売
上
に
含
め
て
も
ら
う
消
費

税
よ
り
も
、
仕
入
や
経
費
に
含
め
て
支
払
う
消
費
税

の
方
が
多
い
場
合
は
、
消
費
税
を
還
付
し
て
も
ら
え

る
は
ず
が
、
売
上
の
中
に
非
課
税
の
売
上
が
入
っ
て

い
る
場
合
は
少
し
計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　

課
税
売
上
割
合
と
い
う
も
の

が
あ
っ
て
、
そ
の
割
合
に
応
じ

て
、
仕
入
や
経
費
に
入
っ
て
い

る
消
費
税
も
計
算
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
売

上
の
中
に
非
課
税
売
上
が
入
る

と
割
合
が
下
が
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

例
え
ば
建
設
業
の
場
合
で
、

売
上
が
６
、
０
８
０
万
円
（
内

訳
は
土
地
が
５
０
０
０
万
円
、

建
物
が
１
、
０
８
０
万
円
）、
仕
入
が
５
、
４
７
２

万
円
（
土
地
の
仕
入
が
４
５
０
０
万
円
で
建
物
は
他

の
業
者
に
９
７
２
万
円
で
建
て
て
も
ら
っ
た
と
し
ま

し
ょ
う
）。
他
は
交
通
費
が
２
１
６
万
円
か
か
っ
て

い
て
、
利
益
は
３
９
２
万
円
で
し
た
。
通
常
で
あ
れ

ば
売
上
に
含
ま
れ
て
い
る
消
費
税
は
、
土
地
は
非
課

税
、
建
物
は
80
万
円
な
の
で
、
合
計
80
万
円
と
な
り
、

仕
入
や
経
費
に
含
ま
れ
て
い
る
消
費
税
は
仕
入
の
72

万
円
と
交
通
費
の
16
万
円
で
合
計
88
万
円
と
な
り
ま

す
。
消
費
税
を
計
算
す
る
と
80
万
円
―
88
万
円
で
８

万
円
の
還
付
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
今
回
の
課
税
売
上
割
合
は
16
・
６
％
（
分
子

が
建
物
の
税
抜
１
、
０
０
０
万
で
、

分
母
は
土
地
５
、
０
０
０
万
円
と

建
物
１
０
０
０
万
円
の
合
計
６
、

０
０
０
万
円
）
と
な
る
の
で
、
仕

入
や
経
費
と
共
に
支
払
っ
た
消
費

税
88
万
円
の
16
・
６
％
し
か
引
け
な

く
な
り
、
６
５
３
、
９
０
０
円
の

納
税
に
な
る
の
で
す
。
た
だ
し
こ

れ
は
一
括
比
例
配
分
と
い
う
計
算

方
法
で
計
算
し
た
場
合
の
話
。

　

と
い
う
こ
と
は
他
の
計
算
方
法

も
あ
る
と
い
う
こ
と
？　

そ
れ
は
次
回
。
平
成
24
年

の
改
正
は
、
課
税
売
上
割
合
が
95
％
以
上
の
場
合
は

全
額
を
引
け
た
も
の
を
、
課
税
売
上
が
５
億
円
以
上

の
事
業
者
は
引
け
な
く
し
た
の
で
す
。
売
上
で
線
を

引
い
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
業
種
に

よ
っ
て
は
公
平
に
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

税制改正は毎年あるのだけど⑤

笑う笑う
税理士
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４
月
16
日
は
東
大
阪
市

出
身
の
歌
手
、
河
島
英
五

さ
ん
（
写
真
）
の
命
日
で

し
た
。
早
い
も
の
で
、
今

年
17
回
忌
に
な
り
ま
す
。

　

河
島
英
五
さ
ん
と
い
う

と
、
男
歌
が
多
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
ら
男
歌
の
な
か

で
、
私
が
特
に
好
き
な
歌

が
２
曲
あ
り

ま
す
。

　

１
曲
目
は

「
野
風
増
」。

こ
の
歌
を
初

め
て
聞
い
た
と

き
、「
私
の
祖
父

の
気
持
ち
を
歌
っ

て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
思
い
、

び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
息
子
が
20
歳

に
な
っ
た
と
き
に

お
酒
を
酌
み
交
わ

し
な
が
ら
、
自
分

の
若
い
頃
の
話
を

し
た
り
、
息
子
に

こ
ん
な
子
で
い
て

欲
し
い
と
願
い
を

語
る
歌
。
そ
の
姿

が
あ
ま
り
に
も
祖

父
に
似
て
い
ま

す
。

　
「
い
い
か
男
は
生
意
気

ぐ
ら
い
が
丁
度
い
い
」

　
「
い
い
か
男
は
大
き
な

夢
を
持
て
」

　

男
親
が
息
子
に
抱
く
思

い
は
同
じ
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
歌
は
競
作
で
発
表
さ

れ
ま
し
た
が
、
河
島
さ
ん

の
歌
で
一
番
ヒ
ッ
ト
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
身

が
息
子
と
お
酒
を
酌
み
交

わ
す
こ
と
が
な
い
ま
ま
亡

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

が
残
念
で
す
。

　

も
う
１
曲
は
河
島
さ
ん

に
と
っ
て
生
前
最
後
の
シ

ン
グ
ル
曲
に
な
っ
た
「
元

気
だ
し
て
ゆ
こ
う
」。

　

こ
ち
ら
は
自
身
が
作
詞

作
曲
し
、
や
は
り
男
歌
で

す
が
、
女
性
に
も
共
感
で

き
る
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

私
も
大
変
励

ま
さ
れ
ま
し

た
。
発
売
さ

れ
た
の
が
平

成
10
年
、
私

が
高
校
３
年
生
の

と
き
で
し
た
。
進

路
に
迷
っ
て
い
た

と
き
に
何
度
も
聞

き
ま
し
た
。

　

そ
の
３
年
後
、

河
島
さ
ん
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
そ

の
と
き
、
私
は
社

会
人
１
年
生
で
、

い
ろ
い
ろ
あ
り
く

じ
け
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。        

　
「
世
の
中
の
人

は
何
と
で
も
何
と

で
も
言
う
が
良
い

／
我
が
す
る
事
は

我
が
想
い
は
我
の
み
ぞ
知

る
」
と
い
う
歌
詞
に
元
気

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

こ
そ
「
元
気
だ
し
て
ゆ
く

こ
と
」が
で
き
た
の
で
す
。

　

河
島
さ
ん
亡
き
今
、
河

島
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が

河
島
さ
ん
の
歌
を
歌
い
継

い
で
い
る
よ
う
で
す
。
た

く
さ
ん
残
し
た
素
敵
な
歌

を
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人

が
愛
し
、
歌
い
継
が
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

● 玉ねぎの揚げ出し
（材料）　(3 人分 )
　小さいたまねぎ　　　3 玉
　青ネギ　　　　　　　適量
　生姜（すりおろし）　 適量
　☆天つゆ　　　　　　　　☆衣の材料
　麺つゆ・だし醤油 適量　　天ぷら粉＋米粉 50g
　水　　　　　　　　　　　 水　100cc
　かつお節　一握り　　　　 ＊お好みで七味唐辛子 少々

( 作り方 )
① 玉ねぎは、根元を下にして、十字の切り込みを 2
回入れる。切り込みはできるだけ深く入れるが、切
り離さないように注意する。
② ①の玉ねぎの切り込みを少し広げて、茶こしで米
粉をかける。ホールに衣の材料を入れて作る。
③ 玉ねぎを衣にくぐらせて、180℃揚げる。玉ねぎ
の切り込みを上にして入れると開きやすい。竹串が
スッと通りカラとなったら、油から上げる。
④ 揚げた玉ねぎを器に盛り、天つゆをかけ、ねぎと
生姜を天盛りにし、好みで七味唐辛子をかける。

● オニオンスープ
（材料） 2 人分
　玉ねぎ　　　1/2 個
　じゃが芋　　1 個
　玉ねぎの皮　1/2 個
　ニンジン　　3cm ぐらい
　水　　　　　500cc
　コンソメ　　1 個
　バジル　　　少々

（作り方）
① 鍋に分量の水と玉ねぎの皮を入れて、1 分沸騰さ
せる。1 分したら火を止めコンソメを入れておく。
② 玉ねぎやニンジンやじゃが芋を火の通りやすい大
きさにきざんで置く。
① の鍋に、玉ねぎ・ニンジン・じゃが芋を加えて灰
汁を取りながら、軟らかくなるまで煮る。
③ 器に盛って最後にバジルを振って出来上がり。

　

陸
上
自
衛
隊
八
尾
駐
屯
地
の
前
で
は
ス
タ
ジ
オ

の
設
営
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
名
も
ス
タ
ジ
オ
Ｔ

О
Ｔ
О
Ｌ
Ａ
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
世
界

を
志
す
者
た
ち
の
た
め
の
学
校
だ
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
世
界
に
触
れ
る

　

使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
対
象
に
「
使
わ
な
い

で
済
む
」
社
会
を
目
指
し

「
子
ど
も
を
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
危
険
性
か
ら
守
る
」

こ
と
を
提
唱
す
る
「
特

定
非
営
利
活

動
法
人
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
フ

リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
」（
Ｐ
Ｆ

Ｊ
）
の
小
島
政
行
理
事
長

（
68
）
を
大
阪
で
取
材
し

た
。「
世
の
中
で
失
敗
す

る
こ
と
が
な
い
も
の
は
社

会
貢
献
」「
人
間
に
は
仏

性
が
あ
る
」
と
書
か
れ
た

本
と
の
出
会
い
が
こ
の
運

動
の
原
点
だ
。
古
都
・
鎌

倉
で
漆
器
店
を
営
む
か
た

わ
ら
精
力
的
に
取
り
組
む

実
践
活
動
に
つ
い
て
熱
く

語
っ
た
。

　
ゴ
ミ
の
問
題
か
ら
健
康

歌い継がれることを願って
新潟市　太田芽衣

　
「
よ
う
や
く
受
か
っ
た

と
き
は
心
の
底
か
ら
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
で
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

の
世
界
で
食
べ
て
い
け

る
！　

っ
て
」

　

そ
こ
で
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
た
ち
と
の
出
会
い

が
、
今
回
の
ス
タ
ジ
オ
Ｔ

О
Ｔ
О
Ｌ
Ａ
の
設
立
の
助

力
と
な
っ
た
。

　

夢
は
ス
タ
ジ
オ
か
ら
プ

ロ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
を
世

に
送
り
出
す
こ
と
だ
と
語

る
瓜
野
さ
ん
。
そ
し
て
最

後
に
こ
う
付
け
加
え
た
。

　
「
幼
い
日
の
僕
が
行
き

た
か
っ
た
よ
う
な
場
所
に

し
た
い
で
す
。
今
の
僕
な

ら
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
（
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
講

師
陣
）
を
子
ど
も
た
ち
に

繋
げ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
」

　
「
諦
め
な
い
心
」と「
夢
」

を
育
て
る
こ
と
を
大
切
に

す
る
。
そ
れ
は
昔
の
自
分

へ
投
げ
か
け
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
嶋
津
亮
太
）

「諦めない心」 と 「夢」 を育てる
瓜野誠一郎さん

シンプルでスタイリッシュなスタジオ

幼児・キッズから学べる体操教室
からプロフェッショナルを目指す
本格派コースまで、あらゆるニー
ズに対応

八尾市弓削町 2-178
2017 年 6月中旬から開校予定

スタジオＴОＴОＬＡ

スタ
ジオ TOTOLA開校

６月は環境月間  まずは、
できるところからＮ

Ｐ
Ｏ
法
人 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン （
Ｐ
Ｆ
Ｊ
）

●お問い合わせ先●

特定非営利活動法人
プラスチックフリー
ジャパン

理事長　小島政行
〒 248-0012 鎌倉市御成
町 12-8 ノア鎌倉 1F
TEL 0467-53-9309
E-mail : kojima@plasticfree
japan.org
www.plasticfreejapan.org

「腸活 酵素断食 〜 体重12kg減 みるみる病気が治る」

　「腸活 酵素断食〜体重
12kg 減 みるみる病気が治
る」が ５ 月に主婦の友社か
ら発売された。著者は光る
堂薬店（大阪市西区本田
1-10-20、 ☎ 06-6582-2010）
の薬剤師、白石光彦さん

（54）。酵素をとりながら食
事を控える「酵素断食」を
多くの人にアドバイスし、
病気やダイエットの悩みか
ら救ってきた体験をまとめ
て上梓した。
　アトピーや糖尿病、ガ
ンを克服した人のインタ
ビューも掲載。
 問い合わせは発行元の主
婦の友インフォス（☎ 03-
3295-1512）へ。 四六判 159頁並製本

定価 1,512 円（税込み）

薬剤師 白石光彦さん

書 籍 紹 介

広域

寄 

稿

環
境
破
壊
啓
発
ポ
ス
タ
ー
「
分
解
さ
れ
る
ま
で
い
つ
ま
で
か
か
る
か
」



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年６月１５日（木）

　

今
年
の
３
月
に
創
業
者

か
ら
代
表
取
締
役
を
引
き

継
い
だ
中
嶋

佐
和
子
さ
ん

（
44
）。
初
め

は
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｏ

の
フ
ァ
ン
で

常
連
だ
っ

た
。
そ
の
う

ち
に
働
く
よ

う
に
な
り
、

早
12
年
。
創

業
者
に
見
込

ま
れ
て
跡
を

継
ぐ
こ
と

に
。
中
嶋
さ

ん
は
「
何
も

変
え
ず
に
Ｃ

Ｒ
Ｅ
Ｏ
の
良

さ
を
継
承
」

を
モ
ッ
ト
ー

に
し
て
い

る
。
７
人
の

ス
タ
ッ
フ
に

も
残
っ
て
も
ら
い
、
さ
ら

に
１
人
増
や
し
た
。

　

お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も

　

他
の
ど
こ
に
行
っ
て
も

味
わ
え
な
い
極
上
の
「
癒

し
」
を
味
わ

え
る
。
エ
ス

テ
テ
ィ
ッ
ク

サ
ロ
ン
Ｃ
Ｒ

Ｅ
Ｏ
（
ク
レ

オ
）
だ
。

　

身
体
の
内

側
か
ら
の
デ

ト
ッ
ク
ス
で

癒
さ
れ
、
心

が
安
ら
ぐ
。

「
ナ
チ
ュ
ラ

ル
ハ
イ
ジ
ー

ン
（
自
然
健

康
法
）
の
思

想
と
酵
素
栄

養
学
を
ベ
ー

ス
に
ホ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な

視
点
か
ら
真

の
美
し
さ
を

引
き
出
す
」

と
い
う
基
本
理
念
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

な
せ
る
技
だ
。

今春の
目玉は 極上ヘッドマッサージ
お客さんに寄り添いながら
心と身体のクレンジング　

　

八
尾
火
災

予
防
協
会

（
今
川
和
明

会
長
）
の
総

会
が
５
月
26

日
に
シ
ェ
ラ

ト
ン
都
ホ
テ

ル
大
阪
（
大

阪
市
天
王
寺
区
上
本
町

６
）
で
開
か
れ
た
。

　

そ
の
後
、
隣
の
部
屋
に

の
看
病
の
た
め
弓
削
寺

（
由
義
寺
）
を
療
養
の
場

と
し
た
道
鏡
の
物
語
。
そ

れ
ら
は
い
き
い
き
と

河
内
の
ル
ー
ツ
に
流

れ
る
歴
史
の
一
部
で

あ
る
。

　

今
絵
画
展
で
も

「
八
尾
の
史
跡
」
の

中
で
挿
絵
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
絵
画

18
点
を
展
示
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
は
色
鮮

や
か
に
、
か
の
歴
史

物
語
の
情
景
を
再
び

蘇
ら
せ
た
。

　

高
安
悠
画
会
は
、

絵
画
の
高
い
芸
術
性

を
求
め
る
こ
と
と
と

も
に
、
八
尾
市
の
高

安
里
山
の
歴
史
文
化

と
そ
の
自
然
の
深
み

と
生
活
を
題
材
に
、

情
報
発
信
し
よ
う
と
い
う

旨
の
も
と
設
立
さ
れ
た
。

八
尾
市
高
安
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
絵
画
講

座
や
八
尾
市
市
民
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
（
現
八
尾
市

観
光
案
内
所
）、
し
お

ん
じ
や
ま
古
墳
学
習
館

で
の
展
覧
会
、
ま
た
憲

政
記
念
館
で
の
東
京
展

な
ど
で
実
績
を
重
ね
て

き
た
。

　

主
宰
者
で
あ
る
大
槻

洋
子
さ
ん
（
69
）
は
自

然
豊
か
な
高
安
で
、
創

作
意
欲
を
高
め
る
こ

と
、
ま
た
そ
の
情
景
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品

を
今
後
も
制
作
し
て
い

き
た
い
と
語
っ
た
。

　

絵
画
展
は
、
６
月
５

日
〜
９
日
高
安
悠
画
会

の
会
員
に
よ
る
75
点
の

作
品
を
展
示
。
ス
テ
ー

ジ
上
に
は
千
塚
こ
ど
も

園
の
園
児
た
ち
に
よ
る

「
花
と
蝶
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
貼
り
絵
が
展
示
さ
れ

て
い
た
。 

（
嶋
津
亮
太
）

絵画の楽しみを共有する大切さ

　

ス
テ
ー
ジ
に
は
お
祝
い

に
駆
け
つ
け
た
田
中
誠
太

八
尾
市
長
（
60
）、
竹
田

孝
吏
八
尾
市
議
会
議
長

（
47
）、
谷
畑
孝
衆
議
院
議

員
（
70
）、
西
田
尚
美
八

尾
市
議
会
副
議
長
（
55
）、

中
山
晶
子
八
尾
市
教
育
委

員
会
教
育
長
、
坂
上
弘
子

大
阪
府
文
化
財
愛
護
推
進

委
員
（
79
）
が
並
ん
だ
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
は
田
中
市

長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、

お
祝
い
の
言
葉
と
絵
画
の

楽
し
み
を
皆
で
共
有
す
る

大
切
さ
述
べ
、
さ
ら
に
は

鑑
賞
す
る
だ
け
で
な
く
実

際
に
描
画
し
、
絵
画
に
参

加
す
る
こ
と
で
心
の
豊
か

さ
を
育
て
る
こ
と
を
勧
め

た
。

　

坂
上
氏
は
、
増
補
改
訂

版
と
し
て
今
年
４
月
に
新

た
に
発
刊
さ
れ
た
「
八
尾

の
史
跡
」
を
通
し
て
八
尾

の
歴
史
、
そ
の
魅
力
に
つ

い
て
語
っ
た
。

　

飛
鳥
時
代
、
蘇
我
氏
と

物
部
氏
の
戦
の
舞
台
と
な

っ
た
大
聖
勝
軍
寺
の
話
に

は
じ
ま
り
、
東
大
寺
の
盧

舎
那
大
仏
建
立
の
詔
み
こ
と
の
り（
天

子
の
命
令
）
を
出
し
た
聖

武
天
皇
の
娘
、
孝
謙
天
皇

オープニングセレモニー

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

南スーダンの子どもたち

支援を受ける人びと

　

各
国
の
優
勝
者
が
次
々
と
舞
台
に
上
が
っ
て
歌

う
。洗
練
さ
れ
た
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
歌
、歌
、歌
。

会
場
は
歌
声
と
観
客
の
歓
声
で
割
れ
ん
ば
か
り
。

　

マ
リ
ア
も
興
奮
し
て
、
私
の
手
を
ギ
ュ
ッ
と
握

る
。
ま
だ
あ
ど
け
な
さ
が
残
る
そ
の
柔
ら
か
な
感

触
に
心
地
よ
さ
を
感
じ
る
。
握
り
返
す
と
、
は
に

か
ん
で
頬
を
染
め
た
。

　

舞
台
は
大
き
な
炎
が
何
本
も
上
が
っ
た
か
と
思

う
と
、
次
は
ス
テ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
火
の
粉
の
シ
ャ

ワ
ー
だ
。
火
事
に
な
ら
な
い
か
と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
な

が
ら
歌
を
聞
く
。

　

か
と
思
え
ば
、
小
さ
な
プ
ー
ル
が
用
意
さ
れ
、

男
の
ダ
ン
サ
ー
２
人
が
踊
り
に
踊
る
。

　

舞
台
転
換
の
素
早
さ
、
バ
ッ
ク
に
映
し
出
さ
れ

る
映
像
の
華
や
か
さ
に
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
て
い

る
と
、マ
リ
ア
は
か
ら
か
う
よ
う
な
仕
草
で
笑
う
。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
代
表
の
歌

手
、
サ
ル
バ
ド
ル
・
ソ
ブ

ラ
ル
が
突
き
出
た
舞
台
に

立
つ
と
、
会
場
が
一
瞬
静

寂
に
包
ま
れ
た
。
観
客
の

心
を
し
っ
か
り
掴
ん
だ
と

こ
ろ
で
、
静
か
に
歌
い
始

め
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で

歌
っ
て
い
る
！ 

他
の
歌

手
は
皆
英
語
な
の
に
…
。

英
語
と
違
い
、
エ
モ
ー

シ
ョ
ナ
ル
だ
。

　

大
人
の
色
気
た
っ
ぷ
り

の
歌
声
に
マ
リ
ア
も
う
っ
と
り
し
て
い
る
。
曲
名

は
「
ふ
た
り
の
愛
」。
彼
が
優
勝
す
る
と
直
感
的

に
思
っ
た
。

　

歌
い
終
わ
っ
た
後
、
喝
采
と
拍
手
が
鳴
り
止
ま

な
か
っ
た
。

　

全
て
の
歌
手
が
歌
い
終
わ
り
、ゲ
ス
ト
タ
イ
ム
。

昨
年
の
優
勝
者
ジ
ャ
マ
ラ
が
美
声
を
披
露
。
続
い

て
、
12
年
前
の
優
勝
者
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
歌

手
ル
ス
ナ
ラ
が
舞
台
に
上
が
る
と
、
大
歓
声
が
起

こ
る
。激
し
い
踊
り
と
歌
で
会
場
を
盛
り
上
げ
る
。

　

次
に
若
者
に
絶
大
な
人
気
の
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
歌
手
オ
ヌ
カ
が
登
場
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
伝
統
楽
器

と
最
新
の
電
子
音
楽
を
組
み
合
わ
せ
た
近
未
来
の

音
楽
だ
。

　

マ
リ
ア
も
オ
ヌ
カ
の
大
フ
ァ
ン
で
、
一
緒
に

歌
っ
て
い
た
。

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
80

ポルトガル代表が観客の心を掴む

10月 21日（土）
17：30開演（17：00開場）
八尾市文化会館プリズムホール
■チケット 全席指定・税込み（当日増なし）
一　般6,800円
障がいのある方とその介添えの方１名様まで5,800円
友の会6,300円
玉置浩二は、元ロックバンド「安全地帯」のボーカリストでミュージシャ
ン。繊細で情感のこもった曲や、パワフルな曲など、幅広いジャンルを歌い
こなせる力量を持っており、熱狂的なファンを持つ。1987年に安全地帯
でデビュー。1993年には活動を休止し、ソロ活動に専念。1996年には、
玉置浩二自らが主演したドラマ「コーチ」の主題歌である「田園」が大ヒッ
トし、紅白歌合戦の出場を果たす。2002年には「安全地帯」の活動の再開
を発表。途中で活動休止があったものの、現在も活動を続けている。玉置浩
二のハスキーな声と、伸びやかな歌声、そして男から見てもほれぼれする
ビジュアルは多くのファンの心をつかみ、今だに高い人気を博している。

 玉置浩二　ALL TIME BEST「30」
～ 30th Anniversary Tour 2017 ～

ソロ 30周年を記念して、ヒット曲の数々で贈るスペシャルコンサート！

第 5回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成 29年８月 31日（木）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1992 年４月２日～ 2002 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成29年10月15日（日）
　　　　　13時 30分～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

私たちは、住環境資材を通じて
お客様へのお役立ちと地域社会に貢献します

サンコー物産株式会社

〒550-0015 大阪市西区南堀江４―33―29
電　話 ０６（６５３３）１２７１
ＦＡＸ ０６（６５４３）０９１４

本  社

　

６
月
５
日
、
ア
リ
オ
八
尾
１
階
レ
ッ
ド
コ
ー
ト

イ
ベ
ン
ト
広
場
（
八
尾
市
光
町
２
）
で
第
11
回
高

安
悠
画
会
、
ア
リ
オ
八
尾
絵
画
展
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
広
場

に
は
絵
画
展
に
訪
れ
た
観
客
の
他
、
千
塚
こ
ど
も

園
の
園
児
42
人
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

自然豊かな高安について話す
大槻洋子さん

千塚こども園の園児42人の姿も見られた

　

Ｆ
Ｈ
南
ス
ー
ダ
ン
は
、

西
エ
ク
ア
ト
リ
ア
州
の
大

ム
ン
ド
リ
地
域
と
ム
ボ
ロ

郡
で
、
こ
こ

２
年
ほ
ど
国

際
連
合
食
糧

農
業
機
関

（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

と
協
力
し
て

持
続
可
能
な

農
業
を
目
指
し
て
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
大
量
の
避

難
民
が
押
し
寄
せ
続
け
て

い
る
た
め
、
深
刻
な
食
糧

不
足
と
な
り
、
種

ま
で
食
料
と
し
て

し
ま
う
恐
れ
が
出

て
き
ま
し
た
。
そ
う
な
れ

ば
何
と
か
生
活
を
立
て
直

そ
う
と
努
力
し
て
き
た
こ

と
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
事
態
を
事
前

に
防
ぎ
、
ま
た
深
刻
な
食

糧
不
足
に
直
面
し
て
い
る

人
び
と
の
危
機
的
状
況
に

対
応
す
る
た
め
、
国
際
飢

餓
対
策
機
構
（
Ｆ
Ｈ
）
は
、

国
際
連
合
世
界
食
糧
計

画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
か
ら
の
要

請
（
現
地
の
事
情
を
把
握

し
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
活
用

し
た
い
）
に
応
え
て
、
緊

急
用
の
食
料
袋
（
穀
物
15

㎏
、
豆
１
・
５
㎏
、
油
９

０
０
ｇ
）
を
西
エ
ク
ア
ト

リ
ア
州
の
７
、
０
５
０
世

帯
42
、
３
０
０
人
の
国
内

避
難
民
お
よ
び
難
民
受
け

入
れ
地
域
の
人
び
と
に
配

布
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
際
飢
餓
対
策
機

構
は
、
深
刻
な
食
糧
不
足

に
苦
し
ん
で
い
る
南
ス
ー

ダ
ン
の
人
び
と
の
た
め

に
、
Ｆ
Ｈ
南
ス
ー
ダ
ン
を

通
じ
て
緊
急
食
料
支
援
を

実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
応
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

※
日
本
国
際
飢
餓
対
策

機
構
の
こ
れ
ま
で

の
南
ス
ー
ダ
ン
支

援
　

当
機
構
は
、
２

０
１
２
年
か
ら
南

ス
ー
ダ
ン
・
レ
イ

ク
州
の
マ
ブ
イ
小

学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち

（
４
０
０
人
）
の
た
め
に

現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体
を

通
じ
て
「
給
食
支
援
」
を

継
続
し
て
い
ま
す
。
こ
の

学
校
給
食
に
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
は
学
校
に
通
う
よ

う
に
な
り
、
勉
強
で
も
よ

い
成
績
を
収
め
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
【
緊
急
支
援
募
金
の
送

り
先
】

　

当
機
構
で
は
、
南
ス
ー

ダ
ン
緊
急
食
糧
支
援
と
し

て
は
３
０
０
万
円
の
募
金

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

募
金
は
、
郵
便
振
替
ま

た
は
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

直
接
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

●
郵
便
振
替　

０
０
１

７
０
―
９
―
６
８
５
９
０　

日
本
国
際
飢
餓
対
策
機
構

　

※
記
入
欄
に
必
ず
「
南

ス
ー
ダ
ン
緊
急
」
と
明
記

し
て
下
さ
い
。

国
民
の
半
数
が
深
刻
な
食
糧
不
足
に

南
ス
ー
ダ
ン
緊
急
食
糧
支
援
を
開
始

日
本
国
際
飢
餓
対
策
機
構 

主
任 

鶴
浦 

弘
敏

　

紙
芝
居
は
日
本
だ
け
の
文
化
で
す
。
こ
の
街
頭

紙
芝
居
に
は
演
じ
る
「
型
」
が
あ
り
ま
す
。
基
本

の
「
型
」
を
修
め
る
こ
と
で
、
演
じ
る
楽
し
み
が

倍
に
な
り
、
見
る
者
を
引
き
付
け
る
紙
芝
居
に
な

り
ま
す
。

日　
　

時　

６
月
18
日
（
日
）
14
時
〜
17
時

会　
　

場　

老
人
憩
の
家
２
階
（
長
柄
八
幡
裏
、

大
阪
市
北
区
長
柄
中
３
―
４
―
２
）

費　
　

用　

３
、
０
０
０
円

講　
　

師　

杉
浦
貞
さ
ん（
プ
ロ
街
頭
紙
芝
居
師
）

申
し
込
み　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
紙
芝
居
文
化
協
会
（
Ｔ

Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
―
６
３
５
３
―

２
９
５
７
）

イ
ベ
ン
ト
情
報

プ
ロ
紙
芝
居
師
養
成
講
座

会
場
を
移
し
、
懇
親
会
と

な
っ
た
。開
会
に
当
た
り
、

今
川
会
長
は
各
地
の
震
災

事
情
を
踏
ま
え
た
上
で
、

「
力
を
合
わ
せ
て
地
域
の

火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
」
と
話
し
た
。
約
１
０

０
人
の
参
加
者
は
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

な
か
で
、
情
報
交
換
を
し

て
い
た
。

挨拶する　　
今川和明会長

し
た
。

　

今
春
の
目
玉
は
極
上

ヘ
ッ
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
だ
。

中
嶋
さ
ん
は
じ
め
ス
タ
ッ

フ
が
研
究
を
重
ね
編
み

ら
う
た
め
常
に
新
し
い
メ

ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
る
と

い
う
こ
と
も
引
き
継
ぎ
、

５
月
に
盛
り
だ
く
さ
ん
の

メ
ニ
ュ
ー
を
記
載
し
た
ハ

ガ
キ
を
お
客
さ
ん
に
送
付

出
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
メ

ニ
ュ
ー
。
足
か
ら
揉
み
ほ

ぐ
し
、
腕
へ
。
そ
し
て
、

頭
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
。
身
体

の
芯
か
ら
ほ
ぐ
れ
る
。

　
「
お
客
さ
ん
の
そ
の
日

の
気
分
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
心
と
身
体
の
ク
レ
ン

ジ
ン
グ
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
」
と
微
笑
む

中
嶋
さ
ん
は
、
一
緒
に
い

る
だ
け
で
癒
さ
れ
る
オ
ー

ラ
に
包
ま
れ
て
い
る
。

心を込めてお客さんに
接する中嶋佐和子さん

〒581-0869
八尾市桜ケ丘 3-124-1

0120-49-0009　TEL 072-995-1177
営業時間 10時～20時（火～土）、
10時～18時（日・祝）
定休日 月曜日（祝日の場合は営業）

エステティックサロンCREO（クレオ）

第
11
回
高
安
悠
画
会

アリオ八尾
絵　画　展

　

南
ス
ー
ダ
ン
は
２
０
１
１
年
に
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
か
ら
10
州
が
独
立
し
た
新
し
い
国
で
す
が
、
政

府
軍
と
反
政
府
軍
に
よ
る
内
戦
が
続
き
、
１
６
０
万
人
以
上
の
人
び
と
が
隣
国
の
ウ
ガ
ン
ダ
や
ケ
ニ

ア
に
難
民
と
し
て
逃
れ
て
い
ま
す
。
一
方
比
較
的
安
全
な
上
ナ

イ
ル
地
方
へ
の
国
内
避
難
民
は
１
８
９
万
人
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
す
で
に
南
ス
ー
ダ
ン
全
体
で
は
国
民
の
半
数
が
深
刻
な

食
糧
不
足
に
陥
り
、 ３
分
の
１
が
家
を
失
う
事
態
と
な
っ
て
お

り
、
日
本
国
際
飢
餓
対
策
機
構
の
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
の
国
際
飢

餓
対
策
機
構
（
Ｆ
Ｈ
）
南
ス
ー
ダ
ン
は
、
２
０
１
０
年
以
来
最

悪
の
食
糧
難
に
陥
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま

す
。

日本国際飢餓対策機構

総
会
開
催懇親

会
で

情
報
交
換

八尾火災予防協会

自
分
史
・
社
史

926 5134
株式
会社

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン 

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｏ（
ク
レ
オ
）

代
表
取
締
役 

中
嶋
佐
和
子
さ
ん

 
 
 

 
 
 

 
 
 

  

  

  

  

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 
  

 

 

　●日本国際飢餓対策機構（JIFH）
　非営利の民間海外協力団体（NGO）と
して、1981年以来、世界の貧困・飢餓
問題の解決のために、自立開発協力、教
育支援、緊急支援、海外スタッフ派遣な
どを続けています。
ウエブサイトは http://www.jifh.org
本件についての問い合わせは、日本国際
飢餓対策機構（八尾市弓削町3-74-1、☎
072-920-2225）へ。

美しい花でお客さんを迎える

寄稿
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